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                      令和５年１１月号 
       

実りの多い秋に 
   

       朝夕の気温も下がり、秋の深まりを感じるよう
になりました。１０月は、校外学習、宿泊学習な

どが行われました。インフルエンザが流行し始

め心配されましたが、子どもたちの成長にとっ

て、やはり行事は有意義であると感じます。 

たんぽぽ教室では、後期から新しく通級を始めた友達がいて、ますます賑やか

になりました。「通ってよかった。」と言っていただけるように、楽しく充実し

た指導をしていきたいと思います。 

 

 
11月の行事予定 

    ２日（木） クラブ 

６日（月） 通常日課 
    ９日（木） 運動会準備 

１０日（金） 運動会 ５時間授業 給食あり    

１３日（月） 運動会予備日 通常日課５時間  

１４日（火） 持久走練習開始 
１６日（木） ２年遠足 ３年校外学習 クラブ 

   １７日（金） １年遠足 
２１日（火） 創立１５０周年記念式典 
２８日（火） ５年校外学習 

 ２９日（水） 小中交流クリーン活動（５校時） 
３０日（木） 委員会 

  

 



たんぽぽの子どもたち 
   

 就学時検診で、カ行・サ行など多数の誤り音があったので、今年入級した１年

生のDさん。とってもシャイで、最初の頃はほとんど口を開けず、わずかな隙間

から出る小さな声で話をしました。付き添っているお母さんを介して会話をした

こともありました。 

 その後、少しずつたんぽぽ教室にも慣れ、お口の体操に熱心に励みました。「お

っとっとの形当て」が得意で、口の中で舌を動かし「これはタコ」と即座に答え

る特技をもっています。今では、簡単な形には飽きてしまい、難問チャレンジを

楽しんでいます。 

 そんなDさんですが、５月頃のたんぽぽ教室入室の際は、小さな声で「ちちゅれい

ちまちゅ」だったのが、半年たった今では「しつれいします」とはっきりと言

えるようになってきました。Dさんとの合い言葉は「口を開けて、ゆっくりと」

です。何事も「継続は力なり」。教室で、みんなの前で自信をもって発言できる

日も遠くないことと思います。 

 
 
 
  

授業中の手遊び、足遊び、傾き遊びの多くを「自己刺激的遊

び」として分析します。自己刺激的な行動とは、自分の身体の

感覚に何らかの刺激を加えて、それを楽しんでいる状態のこと

をいい、半ば無意識的に行われます。やるべきことが分かっている場面ではそれ

ほど出ないのですが、ただ聞かされている、何をすべきかよく分からない、つま

らない、興味がないなどの場面で出やすいという特徴があります。 

「感覚への何らかの刺激」とは、どんなことをいうのでしょうか。たとえば、

鉛筆かじり。これは、歯やその周辺の筋肉にかかる鉛筆の反発力、手にかかる触

覚的な圧力を無意識に楽しんでいます。（中略） 

自己刺激的な行動は、子どもを理解するための「サイン」の１つです。見方を

変えれば、指導場面の切り替えのチャンスのサインとして見直すこともできます。

手遊びを叱る対象として捉えるよりも、自らの指導に何かが欠けていることが原

因かもしれないという「指導の振り返り」の視点として役立てていただきたいと

思います。 

川上康則著「発達のつまずきから読み解く支援アプローチ」より 

授業中の手遊び 

 



 
 

 


